
平城京右京入条三坊
「古和同」銭の分析

手11同IJM弥には謎が多い。通説は初鋳を和銀j元年 (708)、

廃止を、万年通宝 (760)・や11功問ヨ;:(765)の発行と説くが、

平城京左京三条四J}J七坪鋳銭遺跡;の発見によって、以後

も鋳造が続くことカ'!I'IJI列した(議文研1975)。さらに、手11

同銭の鋳造所は左京三条凶坊や枝銭がある大阪市紺|工谷

遺跡、銭箔がある悶!坊鋳銭所に加え、史料にみえる悶悶

鋭銭司等多数がある。これらは、和同銭の成分組成に微

妙に彩響するであろう 。

手n同銭の成分分析は青銅成分の錫(Sn)と鉛(Pb)の比

率に注目することから始まる。f玉It城宮発J制調査報告VIJ

は8世紀のある段階から錫の含有誌が低下し、鉛と交

代するとし、成分の違いを年代差とした。その後、重

点はアンチモン (Sb)、ビスマス(Bi)、枇紫(As)など微註

成分に移るが (r日本出土背銅器の材質分析による編年

研究J1988)、解釈の基調は変わらない。

微量成分のうち 8世紀初頭、あるいはそれ以前に遡

る可能性があるのが、腕安鉱 (Sb2S3)を原料とするアン

チモンである。これは 8世紀初期の鋭ゃいわゆる宿本

銭、相l阿銭の一部に含まれる。7吉本銭の場合、その却

は右京八条-i)J例で1 1.9wt%~こ述する (~I'破駿測定、以

下問)。宿本銭の鋳造年代は明日香村飛鳥i也遺跡の制査

によって、 7世紀後半の天武JUJと!j:IJIYlした。これに関

して興味深いのが、書記文武 2年 (698)6月条。伊予

(愛媛県)での 1~l iI1t (錫の別称)産出記事がある。愛媛県

に錫鉱1.11はないが、アンチモンで世界的なiliの川鉱山が

あって、この「白鎖Jはアンチモンを指すという 。

次の問題はアンチモンを含む手11同銭の年代。藤原京右

京七条ー坊の手11同銭は、錫が0.3wt%と微かであるがアン

チモンを6.6wt%含む。和1同銭には古和l同と新和同の 2種

がある。手11同 rrmJsJ，の rlJrJJの門椛のあり 方から大

別し、 閉じるものを不隷IJ併n同 (古和同)、聞くものを

隷Im*n同とし、後者のうち|泌緑、背広郭などを古和間

に合め、他を新手n同とする。

藤原京例は問縁、背広郭のおt間務l同で、古和l同に属する。

年代は迫儲から 7世紀末-8世紀初頭(襟文.JiJf1996)。

他方、平城京発見の新和問は、大半がアンチモンを含

まない。これが確かなら、その有無は手u同銭の新古の指

燃となる。この検証には類例を地す必要がある。今回は

大手IU~日山市制査の「古手n 同」銭5点と、左京一条三坊

SD650の古和同(登録番号NO.280、以下同じ)、同遺構の

新手u同(No.208)、左京八条三坊の新和同 (No.337)を分析

した。大和郡山市例は右京八条三坊三:Pltの胞衣盃納入品

で不総IJ日和同とする。胞衣査は 8世紀後半u部山市1993)。

左京一条三坊の古和同NO.280は不調trm%1I問、 NO.208

337はアンチモンを含む新手n問。測定条件は次の通り 。

エネルギー分散型蛍光X線分析装ill i皮J~分nílltttt光X~分析装置

45kV、O.3mA、I.Omm、500sec 50kV、50mA、ldeg/mi目、1.5cm

大手11郡山市例は銃化が激しい。X線総影の結果、K-2

(;f.1!告No.)を除く 2点は隷関税l同と判明。報告は誤りである。

全て枇素(As)、鉛(Pb)、錫(Sn)を含み、 K-l以外は鉛が多

い。K応(心付-1は錫を8

従う来l長毛のJ成主泉も合めると、アンチモンと錫を合金成分と

する手11同銭は次の 2類型に分かれる。

Ia:アンチモン(Sb)+ビスマス (Bi)、銀(Ag)、錫(Sn)

b:アンチモン(Sb)+枇索(As)、鉛(Pb)

lla:錫(Sn)

b:錫(Sn)+批素(As)、鉛(Pb)

古和同NO.280は 1alli、新和l同NO.208. NO.337は Ib型

となる 。前者は宮本銭に近く、 7世紀的特徴を示す。

後者はこれや他の銭を!原材料としたのであろうか。

(金子浴之.se;i]家隆保/Jlll厳文化財センター)
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